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シアリルグリコペプチド



■均一構造のN型糖ペプチド

シアリルグリコペプチド(SGP)は、分子量2866のN結合型糖ペプチドです。糖鎖の非還元

末端側はシアル酸が結合した四糖が二分岐した構造で、合計11糖が6残基からなる短い

ペプチドに結合しています。

■シアリルグリコペプチドの製造

SGPは卵黄に含まれておりますが微量であり、抽出精製に要する製造コストも高く、安価に

供給できるものではありませんでした。

しかしながら、丸共バイオフーズでは和歌山大学の山口教授によって開発された特許製法に

よって大量生産を行い、これまでより安価に大量供給することを可能としました。

Bridging Glycobiology and Healthy Longevity

シアリルグリコペプチドとは



■抗体製造

SGPは抗体(IgG)のFc部分に結合しており、立体構造の安定に寄与することで抗体の機能維

持には不可欠な糖鎖です。しかしながら、遺伝子組み換えで製造される抗体にはこの糖鎖部分

が欠落または不均一化しており、それだけでは抗体の機能が発揮できません。

そのため、SGPを結合させて、抗体が正しく

機能するようにする必要があります。

Bridging Glycobiology and Healthy Longevity

シアリルグリコペプチドの用途



B r i d g i n g G l y c o b i o l o g y a n d H e a l t h y L o n g e v i t y

シアリルグリコペプチドの用途

■抗ウイルス剤

SGPは非還元末端にシアル酸を有することから、シアル酸を認識して感染する各種ウイルスや細

菌の感染阻止剤として広く活用が可能です。

(1)例えば、非還元末端にシアリルα２-６ガラクトースを有しているので、その糖鎖部分を認識

して感染してくるインフルエンザウイルスの感染予防剤として利用できます。

(2)粉ミルクなどに添加することにより乳幼児の感染性下痢症の一つであるロタウイルス感染阻

害剤として活用できます。



■大きさ:11糖と6残基からなる分子量2866の糖ペプチド

■糖鎖構造:二分岐した四糖の非還元末端にはシアル酸が結合しており、コア部分はマンノースとN-アセチルグルコサミンからなる

三糖が6残基からなるペプチドのアスパラギンに結合している。

シアリルグリコペプチドの構造と組成

Neu5Acα2-6Galβ1-4GlcNAcβ1-2Manα1-3
Manβ1-4GlcNAcβ1-4GlcNAcβ-Asn-(peptide)

Neu5Acα2-6Galβ1-4GlcNAcβ1-2Manα1-6



調製したシアリルグリコペプチドの品質
■本法で調製したSGPの分析結果。逆相HPLCおよびLCMS分析によって高純度なSGPであることを確認しています。

逆相HPLC

SGP(Std.)

SGP(和歌山大学)

MS

m/z = 1432.2

1432.2 = [M-H]2-

Mw = 2866

SGP(精製前)



Manufacturing process

ProcessNo.

raw materials (Egg yolk)1

Water Extract 2

clarifying filtration3

ultra filtration4

Concentration and heat sterilization5

Ion exchange chromatography6

Gel filtration chromatography7

De saltation8

Filtration9

Freeze-drying10

This product is manufactured in accordance with the health food raw 
materials GMP of the Japan Health and Nutrition Food Association.



Product Specifications

This product is manufactured in accordance with the health food raw 
materials GMP of the Japan Health and Nutrition Food Association.

methodResultItem
VisualWhite powderAppearance 

HPLC methodMinimum   95.0%Assay 

LCMS method2866Molecular weight
(Assuming the counter ion is H+)
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